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研究者代表 山元由美子

仲 秋 の候、 貴方 様 には い かが お 過 ご しで しょう か。 日 ごろは 東 京女 子 医 科大 学 看護 学部 の 活 動 に、 ご理 解

とご協カを賜り誠にあり がとう ございます。

さて、 東京女子医科大学看護学部大東キャンパスは、 旧大東町の誘致により開設 し、 今年で開設８年目を

迎え ま した。 そ こ で、 こ れま で 行っ て き た公 開講 座、 健 康 づく り 応援 実践 セ ミ ナー、 ＭＯＮＡＣ の 活動、 学生 の

交流 な どが、 大 東 地区 住民 の 皆 様の 健 康 観、 保 健行 動 に どの よう な 影 響 をも た ら した の か につ い て検 討 し、

今後の活動がさらに地域に根 ざしたものとなるよう示唆を得たいと考完ております。
本 調 査 は、 統計 的 に処 理さ れ 個 人が 特 定さ れる こ とは あ りま せ ん。 ま た、 本 調 査 の目 的 以 外 にデー タ が使

わ れる こと はあ り ま せん。調 査へ の 参加 は 自由 で あり、強制 する も の で はあ りま せん。調 査 緒 果の 報 告 書は、

東京女子医科大 学看護学部大東キャンパス図書館、 吉岡彌生記念館などに保管されますので、
ご来館の折に

は
、

ぜ ひ ご 一 読 く だ さ い。

ご多用の折、 誠に恐縮ですが本調査の趣旨を ご理解いただき、 ぜひとも ご協力いただきますようよろ しく

お 願 い 申 し上 げま す。

尚、 お手数ですが、この調査票は 皿 且２ 雌 ζ投函していただきますよう、 お願い申し上げま

す。 返 信 には、 こ の調 査 票 が入 っ てい た封 筒 をお 使 い 下さ い。

は じめ に お 答え く だ さ い。

こ の調 査 に 答え て 下 さる 方 にお 聞 き いた しま す。 該当 す る 数字 に ○ 印 をつ けてく ださ い。

１． 千 浜 東 ２． 千 浜 西 ３． 国 浜 ４． 三 浜 ５． 浜 野

地 区 ６． 犬 坂 ７． 三 井 ８． 東 犬 坂 ９． 下 土 方 １Ｏ． 土 方

１１． 上 土 方 １２． 上 佐 束 １３． 下 佐 束 １４． 睦 三 １５． 中

１． ２０～２９ 歳 ２． ３０～３９ 歳 ３． ４０～４９ 歳 ４． ５◎～５９ 歳

年 齢

５． ６０～６９ 歳 ６． ７０～７９ 歳 ７． ８０ 歳 以 上

性 別 １． 男 ２． 女
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問１． 東京女子 医科大学 看護学部 の誘致 により計 画実施 された下 記の 事項につ いて ご質問いた します。

１） コ ミュニティ サー ビス （公 開講座、 健康セミ ナーな ど） の 参加 につ いてお伺 いい た します。

以下の コミュニ ティサー ビスのう ち、 あ なた が 参加 した もの 全ての番 号にＯ を付けて 下さ い。

＜ １９９８ 年 ＞

！． 藤原 』族の糖尿病 と現在の糖尿病 ２． この習 慣が心臓 を守 る ３． 生 体リ ズムと 高血圧

４． 生活習 慣病を 防 ぐ食事 ５． 生 活習 慣病 を予防す る食 事の実際

＜ １９９９ 年 ＞

６． 健や かな脳と 病める 脳 ７． 胸 部疾患 に対する 最近の 外科療法 ８、 お茶の 効用

９．
治 る 貧 血

、
治 ら な い 貧 血 １０． ス ポ ー ツ と 長 生 き

１１
：、

簿 や か ド 牢 苧 卵 １ 供 茅 ｋ 介 薄 焦 守 心１ ㌃
．＿．． 一一．、 ．．

＜２０００ 年 ＞

１２． 肝臓 病の話 １３． 慢 性 腎炎牛糖尿 病性 腎症 １４． 胎内の神 秘

１５． 心 の 窓 １ 眼 ど う し て 見 え る ？ １６、
ひ ざ ・ こ し の 痛 み の 予 防

１７． 心 臓 を 強 く す る 運 動 と は ！ １８． 子 ど も の ア レ ル ギ ー

１９
＝一

子 ぐも９珍なり
、
やすと姉 気㌃干育万な冬で吟担砕一

，、．
＜２００玉 年 ＞

２０．
肩 こ り ２１． 先 生

、 胸 が 痛 い の で す ２２． ＣＴ ・ Ｍ ＲＩ で 見 る 心 臓 ・ 腹 部

２３． 骨 粗 髭 症 の 予 防 ２４．
正 し い 歩 き 方 で ス タ イ ル の 向 上 と セ ン ス ア ッ プ

２５、 感 染症へ の対応一 狂牛病と 炭塩 病を中心 に一 ２６． ころん で骨を折 らない ため に

２７． 更年期 を楽 しく 生きる ２８． 元気 にはつらつ てんとう 虫！ 転 ばない 身体を つくる

＜ ２００２ 年 ＞

２９． 骨 盤 腔 に 病 気 が お こ る と ３０． 先 生、 頭 が 痛 い の で す

３１． 口から 食べる ３２． み んなで 食卓を囲 む中で、 健康で豊 かな 食の大切 さを 伝える

３３． 食 べ る っ て 楽 し い

３４． 自分たち にとっ ての食 事の適量 を どう とらえる か一お 弁当 ダイ エッ ト法を生か して一

３５． 正 しく歩 いて健 康に 楽 しく歩 いて快 適に

３６
二一

興 ２ 預 レこ 水 牟 岡 く

、
請

一．． ．．． 一 、 ．、．、．．．

３７
：
．、．

キ ン
．
＝ 叫 、 腎 ン

・ 叫
こ．

坤 李
な

讐 叫
．

＜ ２００３ 年 〉

３８． これな らできる ！若さ と元気 は禁煙 から

３９． お 酒 と こ こ ろ の 科 学 一 ア ル コ ー ル と の 上 手 な 付 き 合 い 方 一

４０． 室内空 気汚染と 健康 一 シック ハウス症 候群を 考乏る一

４１． 自由に 実験でき る州 でわかっ たこと一 白然共生 研究セ ンター の研究成 果を例 に一

４２． 香 り と 脳 と 健 康

４３． 身 体 の 「に お い」 の 不 思 議 一 あ な た の 口 臭 チ ェ ッ ク し ま し ょ う 一

４４． 子 ども の脳、 老 人の脳 と生活 環境病 一 環境化 学物質の 影響

蛎． 生きるカ を確 かめる 一『ダイ オキシ ンの降った 街』 を 書いて

４６． 日本の 風土から 民族の 食と健康 を考え る ４７． 花粉症

４８． 健康な 皮膚 のた めに一 紫外線 防御と保 湿につ いて一 遂９． 加齢 に伴う皮膚 病と 対策

５０． 健や かな睡眠の おすす め

＜２００４ 年 ＞

５１．
“

が ん
” と は ど の よ う な も の か ５２． 遺 伝 子 の 病 気 と し て の 癌

５３． 肺がん 診断・治 療の最 前線

５５． 胃 が ん ・ 大 腸 が ん、 い ま 知 っ て お き た い こ と

５７． 子宮が ん一あな たの子 宮は大 丈夫？一

５９． 古人の知 恵を現 代に生 かす一 漢方と鐵 灸の話

６１
．

風 邪 ？ 一 予 防 と 対 策 一

６３． か ら だ の 音 を 聞 い て み よ う

５４． 耽がんの 診断と 治療一最 近の進 歩一

５６． 前立 腺 がん一早期 発見の ため に必要な こと は一

５８． が ん 治 療 の 進 歩

６０． 生 活習慣 病と心 臓

６２． 糖尿 病の予 防と 治療
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２） 吉 岡彌 生記 念 館特別 展の 見学 につ いて お伺 い いた しま す。

以下 の特 別展 のう ち、 あな た が見学 した もの 全て の 番号 にＯ を付 けて 下さ い。

１． 人体 の しく みと病 気 のす がた 展一 人体 の正常 と 異常 を目 で見 て学 ぶ一

２． から だの 申 をの ぞい てみま しょ う ＣＴ・ＭＲＩ画 像 写真 展

３． 食生 活と 健康 を考 え る展

４． 環境 と健 康 展

５． が んと健 康 展

３） “広 報だい とう” に掲 載さ れた ＭＯＮＡＣ 企画 委員 会 ・健 康調 査報 告 につい てお 伺い い た します。

下記 の ＭＯＮＡＣ 企画 委員 会・ 健康 調査 報 告のう ち、 あ なた が読 ん だもの 全て の番 号 に○ を付 けて 下さ い。

〈２０００ 年 ＞

１． 大 東 町往民 の健 康と 生 活状 況

２． 行 動パ ター ン・ 性 格傾 向か らみ た生 活習 慣病 と長 寿

３、 大 東 に お け る 高 齢 者 の ク オ リ テ ィ ー ・ オ プ ・ ラ イ フ と ラ イ フ ス タ イ ル

、
４
．二、

挙撃←壬い手すか？
．
隼牛活ナ旨封㌃町界？みな苧々？寧牛汚明査牟㌻、、

＜ ２００１ 年 〉

５．大東 町にお ける 子 どもの 健康 管理 に関 する調 査～ 乳幼 児 の養育 者の 事故 に対 する 知識 と予 防 について ～

６． 大 東 販町民 の 健康 状 況～平 成 １２ 年 度大 東 町基本 健 康診 査の 結果 から ～

７． 基本 健康 診査 未受 診 者の健 康 と生活 習 慣

〈 ２００２ 年 ＞

８、 大東 町民 の 食生活 ～ 平成 １２年 度 食生 活調 査の 結果 か ら一

９、全国標 準値 との 比較 から みた 大東町 住 民の健 康関 連 ＱＯＬの 状況 ～基 本健康 診 査受 診者の Ｈｅａ１之ｈ－Ｒｅ１ａｔｅδ

Ｑ ＯＬ～

叫
、一

中学牛？樺栄聞摂㌃？閤企苧舛粋々渉？零態弼寧～本界町？卯労牢㌃のア
．
イケート明奪柿界㌃、．

〈２００３ 年 ＞

１１、 商 齢 者の療 養 生活 に関 する 意向

１２． 大東 町 に残る 伝 統食 とそ の伝 承 に関 する 意識

１３． 子 ども の事 故の 実態 につ い ての調 査

１４． あ なた の血 管 は若々 しいです か ？

１５、 大 東町 民の 健康 状況 ～ 平成 １４年 度 大東 町基 本健康 診 査の 結 果か ら～

く２００４ 年 ＞

１７． 大 東 町住民 の栄 養 表示 の活用

１８． 壮年 期 杜代 の伝 統 食の 伝承 に関 する 認識

１９． 中 学生 の健 康 問題 に関 する 教員 の意 識調 査～ 静岡 県 大東 販の 中学 校に おい て～

２０． ９０ 歳以 上の 在宅 高齢 者の 睡 眠は どう で しょう か？

２１． 住 民 が語る 食 生活 の変 化の 中に 表 れた食 の価 値 観と 健康 観

２２． 大 東 町民の 健康 に 関す る生 活習 慣～ 「健 康 日本 ２１」 ２０１０ 年目 標と の比 較～

２３． 加 速度 脈波 で みた 血管 年齢 と生 活習 慣の 検 討

＜２００５ 年 ＞

２４． 中 学 生の健 康 問題 への 悩み と対 処方 法の 実 態調 査一 大 東町の 中 学生と 教員 の 比 較一
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４） ２００３ 年より 始まりま した “健 康づくり 応援 実践 セミ ナー” につ いて、 お 伺 いいた しま す。

（！） 受講の希 望につ いて、 該当 する番号 にＯ を付 けて 下さい。

１． 機会を作っ て受 けたい ２、 機 会があれ ば受けた い ３． あまり 受けたく ない ４． 受 け た く な い

（２） 希望 する セミナー （テーマ、 内容 な ど） につ いて、 自由 にお 書き下 さい。

５） コミュニティ サー ビス （公開講座な ど）、 吉閥爾生 記念館特別展、
“広報 だい とう” の ＭＯＮＡＣ 企 画委員 会・

健康調 査報 告、 健康 づくり応 援実践 セミナー で得た情 報につ いてお伺 いいた します。

（１） こ れら の企画 により得 られた情 報は、 生活に活 用 しま したか。 該当する 番号 に○を付 けて下 さい。

！． 良 く 活 用 し た ２． 時 々 活 用 し た ３、 あ ま り 活 用 し な か っ た ４． 活 用 し な か っ た

（２） 活用 した情 報について、 わかる 範囲で 具体的 にお書き 下さい。

（３） こ れらの企画 で知り 得た情報 によ り、 健康 に気 をつけるよう になりま した か。 該当する 番号にＯ を付けて

下 さ い。

！． 大 変 気 を つ け る よ う に な っ た ２． 時 々 気 を つ け る よ う に な っ た ３
．

あ ま り 変 わ ら な い ４
．

変 わ ら な い

（４） 健康 に気 をつけるよう になっ た内 容につ いてわ かる 範囲 で具体的 にお書 き下さい。

間２． 東京女子 医科大学看 護学部で過去 ７年 問に 行わ れた６回の 保健や健康 に関する調 査について、 ご質問 いた

しま す。 該当 する番 号に、 Ｏ を付け て下さ い。

（ユ） あなた は、 調 査に協カ したこ とがあり ますか

ユ． あ る ２． な い

（２） あ ると 回答 した 方は、 調 査に協力 した 回数は何 回です か。

１， １ 回 ２． ２ ～ ３ 回 ３． ４ ～ ５ 回 ４． ５ 回 ～ ６ 回 ５
．

７ 回 以 上

（３） ある と回答 した方 は、 調 査に協カ したこ とで、 健康に気 をつける ように なりま したか。

１． 大 変 気 を つ け る よ う に な っ た ２． 時 々 気 を つ け る よ う に な っ た ３． あ ま り 変 わ ら な い ４． 変 わ ら な い
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（４） あると 回答 した方は、 健康に気をつ けるようになっ た内容につい てわかる範 囲で具体的にお 書き下さ い。

問３． 東京女子医科 大学看護学部の 学生 が大東地 区で生活すること で何か変わ りま したか。 ご自由にお書き 下さ

い
。

問４．東京女子 医科大学看護 学部の学生との 交流につい てお伺 いいた しま す。該当する 番号に○を付 けて下さ い。

（１） あな たは、 学生とふ れ合う機 会があ りま した か。

１． 多 く あ っ た ２
．

時 々 あ っ た ３
． あま りな かっ た ４． な か っ た

（２） 学生 とふれ合う 機会 があった 方は、 下 記の該当 するも の全ての 番号 に○をつ けて下 さい。

！、 実習 を通 して （該当す る方 は、 ①～⑥ の実習 場所にも ○をつ けて下さ い）

①幼稚 園・保育 園 ②小学校 ③ 串学校 ④保健福 祉セ ンター ⑤老 人福 祉 施設

２． 買 い 物 ３． 大 東 キ ャ ン パ ス 祭 ４． 学 生 の 登 下 校 時

５
１

ク ラ ブ 活 動 ６
． ア ル バ イ ト ７

．
ボ ラ ン テ イ ア

８、 地 域 の 行 事 ９
．

そ の 他 （

⑥企業

（３） 大 東キャ ンパス祭 に、 来た こと があ ります か。

１． 来 た こ と が あ る ２． 来 た こ と が な い

（４） 大東キャ ンパス 祭に来た ことがある、 な いに関わら ず、 大東キャ ンパ ス祭は、 学生と地域 の方々との 交流

の 良い機 会だと考 えますか。

１
．

大 変 良 い 機 会 で あ る ２
． まあまあ良い機会である ３． あ ま り 良 い 機 会 で は な い ４
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良 い 機 会 で は な い

（５） 四年制 の看護 学教育の 施設 が出来たこ とによ り、 看護 学への 関心は高 まりま したか。
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大 変 高 ま っ た ２
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あま り高ま らなかっ た ４． 変 わらな い

ご協 力あ りがとう ございま した。
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